
データ収集

生産現場

分析

こんな課題が

ありませんか？

詳細は裏面へ！

活用例

FAとITを協調させ、エッジ

コンピューティング領域で

自由で柔軟なエコシステム

を構築するオープンなソフ

トウェアプラットフォームです。

Edgecross・データコレクタを

プリインストールしており、エッジ

コンピューティング領域でのリア

ルタイムなデータ収集・分析を

実現します。生産現場のIoT

化に貢献する産業用PCです。

データを収集

解決するためのソリューション

STEP 1

データを活用STEP 2

Industrial
PC

Open
platform

三菱電機
産業用PC

 設備やロボットの保全活動を効率化したい。

 分析モデルの管理や更新を簡単に行いたい。

 分散している情報を統合管理したい。

 MES等の ITシステムともデータ連携したい。

 最新の IT技術での機能追加や拡張をしたい。

可視化

製造業に特化した分析基盤
CFC analysis platform
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安全に関するご注意
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メンバー

登録無料！

インターネットによる情報サービス「三菱電機FAサイト」

三菱電機FAサイトでは、製品や事例などの技術情報に加え、トレーニングスクール情報や各種

お問い合わせ窓口をご提供しています。また、メンバー登録いただくとマニュアルやCADデータ等の

ダウンロード、eラーニングなどの各種サービスをご利用いただけます。

IBM CFC analysis platform

MELIPCとIBM CFC-analysis platform連携による生産の見える化の構築例

日本アイ・ビー・エム株式会社
〒103-8510 東京都中央区日本橋箱崎町19-21

お問い合わせ先 eb97606@jp.ibm.com

CFC analysis platformは、IoT基盤としての機能と製造現場に特化した分析ライフサイクル

管理用データ基盤です。現場にあった分析ライフサイクルを継続的に実施することで、

一過性ではない継続的な生産性向上を支え、効果の最大化と継続を実現します。
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統計解析

IBM Maximo
保全管理

■ロボットや生産設備の予知保

全の精度向上を支援

■生産設備の稼働率の向上

予知保全システム構築による
生産設備・ロボットの
保全活動の効率化

モデル管理モデル実行/評価

データ収集/管理 モデル配信

■エッジコンピューティング側の分
析モデルのリアリティを検証

■実際の稼働状況に基づいてモ
デルを修正する作業を効率化

分析モデル管理作業の
効率化

■OPC-UAやHTTPS等により、

多種多様な設備や機器から

データを収集可能

■拠点や保全対象設備ごとに分

散する現場データを集約・管理

■MES、EAM等のITシステムとの

連動を容易化

分散する情報の統合

部品 FA機器 製品ロボット 設備 検査装置作業者

センサー

■生産実行システム (IBM GIView

MES)や設備保全管理システム

(IBM Maximo)に対して、分析

結果をフィードバックし、製造実

行計画や作業指示を最適化し

たり、保全計画の精度を高める

システム構築へとステップアップ

することが可能

■IBMのAI「IBM Watson」と連携

させれば、故障予知をIT側で判

断し修繕指示を出す事も可能

将来性・拡張性

製造現場
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